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研究成果の概要（和文）：視覚障害学生の高等教育における情報障害支援としてタブレット端末の活用を検討し
た。視覚障害を有しても目的の資料を容易に検索でき、学生自らで写真などを用いてまとめを作成できる学習ツ
ールを開発し、学生の自習やグループ学習に用いた。また、タブレット端末を用いてPBL(Problem-Based 
Learning）チュートリアル型講義を実施し、資料やディスカッション内容の呈示や記録に活用された。遠方の視
覚支援学校とのオンラインでの実技の遠隔教授では、実技の撮影とモニターにおいてタブレット端末が活用され
た。可搬性・機動性に富むタブレット端末は、視覚障害学生のアクティブラーニングに有用である。

研究成果の概要（英文）：We investigated the use of tablet device as an information disability 
support for visually impaired students in higher education. We developed a learning tool for the 
tablet device, in which even students with visual impairment could easily search for desired 
materials and make a summary themselves not only with text but also using photos and other 
resources. On a problem-based learning tutorial, the students used tablet devices for presenting 
resources, searching materials, and recording the contents of discussion. In online remote teaching 
of practical skills, tablet devices were utilized both for recording and monitoring the motion of 
the teacher. Hence, tablet device can be effectively used for active learning in visually impaired 
students.

研究分野： 視覚障害教育、脳神経外科学、統合医療
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
Information and Communication Technology (ICT)の活用は特別支援教育の重要項目にもあげられているが、視
覚障害教育におけるその有効な活用方法については検討されてこなかった。またICTの活用についてはこれまで
「視覚障害支援」について論じられることが多かったが、本研究においては「情報障害支援」としての活用に着
目した。特にタブレット端末のもつ可搬性・機動性は学生の能動的学習を促すことにつながる。タブレット端末
はアクティブラーニングの促進に有用と考えられ、本研究はその方法の一端を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 教育分野における Information and Communication Technology (ICT)の活用が進んでおり、
特別支援教育の重要項目にもあげられているが、視覚障害教育における有効な活用方法につい
てはまだ手探りの状態である。特に、視覚障害系の大学や特別支援学校専攻科理療科などの高等
教育においては、初等・中等教育のそれとはまた異なった意味や方法があると思われるが、それ
に関する検討や実践はほとんどみられない。視覚障害教育におけるタブレット端末の有用性に
ついては、多くは、文字の拡大機能や白黒反転、音声化など、いわゆる「視覚障害支援」につい
て論じられるが、我々はそれに加えて「情報障害支援」としての活用に着目すべきであると考え
た。言い換えれば、見える・見えないという問題ではなく、情報処理の保障・支援としてどのよ
うに有効に活用できるか、ということである。また、タブレット端末の有する可搬性・機動性と
いう特徴を活かすことで学生達のアクティブラーニングを促すことができると考えた。 
 
２．研究の目的 
 ICT、特にタブレット端末を「情報障害支援」という観点から視覚障害者の高等教育に導入し、
学生のアクティブ・ラーニングを促す教育システムを構築するとともに、有効な活用方法を明ら
かにする。 
 
３．研究の方法 
 以下のカテゴリーに分けて研究を推進した。 
 
(1) アクセス支援 
 タブレット端末をすべての学生が使用できるように配置した。さらに、タブレット端末の操
作やスマートフォンとの連携、クラウドの利用などに関する指導を１年次の講義に組み入れ
た。 
 
(2) 学習ツールの開発 
 タブレット端末上で動作し、学習資料が容易に参照できて学生自らが学習事項のまとめなど
を作成できる、能動的学習のための学習ツールを開発し、日常の学習や国家試験対策に用い
た。国家試験の結果を評価とした。 
 
(3) 学生参加型講義の実施 
 タブレット端末を活用したPBL(Problem-Based Learning）チュートリアル型の講義を実施し
た。講義後にアンケートを行った。 
 
(4) 遠隔講義の実施 
 遠方の視覚支援学校とオンラインでの鍼の実技の遠隔教授ならびに合同カンファレンスを実
施した。実施後アンケートを行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) アクセス支援 
 すべての学生がタブレット端末を使用できる環境が整った。またその操作の習得を講義に組
み込むことで、活用において円滑な導入を得ることができた。研究期間中、はからずもコロナ
禍となったが、本研究において整備したタブレット端末は在宅でのオンライン講義で大いに活
用された。 
 
(2) 学習ツールの開発 
 汎用リレーショナルデータベースである
FileMaker（FileMaker社、現在はClaris社）を用い
て作成し、iPadならびにiPhoneで動作するようにし
た（図１）。視覚障害に配慮したレイアウトとして
音声ガイドを付すと共に、情報障害補償として検索
機能を充実させ、視覚障害があっても目的の資料に
すばやく到達できるように工夫を施した。また、学
生にインタビューを重ねながら改良を進め、学習に
用いられることの多い動作や視覚障害ゆえに苦手な
作業（たとえば問題を解きながら資料を参照するこ
と）を簡単な操作で行えるようにした。 
 学習ツールは主に国家試験出題基準・学習資料・
ノート・国家試験過去問の4つのパートで構成され
ており、学習資料・ノート・問題を出題基準でタグ        図１ 
付けすることによって、それぞれを容易に参照でき 
るようにした。資料やノートには文字入力のみならず、タブレット端末の有する機能を活用し
て写真や文書ファイルなどを取り込むことを可能とし、視覚障害を有する学生でも学習ツール
内でそれらを束ねることで自らの「まとめ」を容易に作成できるようにした。 
 作成された学習ツールは、日常の学習や国家試験対策に活用された。また、友人とのグルー
プ学習にも用いられるなど、タブレット端末のもつ機動性が生かされた。 



 ツールそのものの短期的な評価は困難であるが、研究期間中には、はり師きゅう師あん摩マ
ッサージ指圧師国家試験において高い合格率が維持された。 
 
(3) 学生参加型講義の実施 
 初めにタブレット端末を用いることを前提とした専用の教室を整備した。ディスカッション
がしやすいように円形の机を配置し、Wi-Fiなどの通信環境と共に、触擦で用いる立体模型など
の学習資料を整えた。この教室は講義のみならず学生の自習やグループ学習に活用された。 
 PBLは、学生が各自でタブレット端末などを教室に持参し、オンライン会議システム(ZOOM)に
接続して行った。シナリオは教員がオンラインで逐次配布を行い、学生達はタブレット端末内
部に取り込んである教科書やインターネット上の資料を参照してディスカッションを進めてい
った。書記となった学生は共有画面上でディスカッションの記録を行った。また教員によるミ
ニレクチャーも共有画面を用いて行い、学生は手元のタブレット端末をモニターとして閲覧し
た。初年度はコロナ禍のため完全オンラインで実施したが、その後は対面で行った。 
 今回のPBLは、視覚障害教育における医学教育で初めての試みであったと思われる。実施後の
アンケートからは、講義への積極的な関与や学習量の増加、内容理解や学習意欲の向上がうか
がわれ、視覚障害教育におけるアクティブラーニングの一手法としてPBLは有用であると考えら
れ、またその実施にはタブレット端末が活用できる。なお、PBLの実施においては、学生１名に
１台のPCと１台のタブレット端末など、書きやすいツールと閲覧し易いツールの２台を用いる
ことが望ましいと考えられた。 
 
(4) 遠隔教育の実施 
 刺鍼などの実技の教授においては、教員側の模範手技を多方向から撮影し、学生はタブレッ
ト端末でそれを確認しながら実技を行った。また学生の手技を補助者が撮影し、教員はモニタ
ーをみながらリアルタイムでフィードバックを行った。実技の撮影に際しては機動性に富むタ
ブレット端末のカメラが活用できた。また、そのモニターに際しては、適宜自ら手元で画面を
拡大しながら見ることができるタブレット端末が有用であった。 
 
(5) まとめ 
 従来の視覚障害保障の多くは情報伝達支援と
いえるが、本研究で展開したことは情報創出支
援と位置づけられる（図２）。高等教育において
は、知識の習得と共に、グループ学習などを通し
て自らが情報を創り出し発信していくこと、い
わゆるアクティブラーニングが求められる。本
研究で展開した PBL やグループ学習は、それ自
体が視覚障害教育における情報障害支援として
位置づけられ、その展開にタブレット端末を有
効に活用することができると考えられた。 
 
                                図２ 
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